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五井火力発電所1号機 五井ユナイテッドジェネレーション
巻頭インタビュー
増井秀企 日本原子力産業協会理事長  原子力の最大限活用へ エネ基で明確なメッセージを
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航空燃料不足の裏に流通硬直化 根深い構造問題に踏み込めるか?
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エネルギー業界から見た概算要求 2025年度の概算要求 エネ事業に目玉はあるのか？
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業界紙の目
都市ガス事業者の新発想 意外な事業で社会課題解決へ 黒羽美貴｜ガスエネルギー新聞
マーケットの潮流
電気料金高騰にあえぐ米加州 「気候正義」が生活者取り残し
水上裕康｜ヒロ・ミズカミ代表
論点
ｅ—メタンの実現可能性 一本道にならないC N戦略 e—メタンの高い潜在力に期待
古関惠一｜茨城大学教授
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原子力「主力化」のリアル
DX・GX時代を担う基幹エネへ
OUTLINE

世界で復権する原子力の現在地 各国が主力電源化の利点を再認識
REPORT

国民理解と規制の抜本改革を 原子力「最大限活用」へのヒント
岡本孝司 東京大学大学院教授
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原子力活用の国家意思明記を 第6次の愚を繰り返さず実質議論へ
鈴木淳司 自由民主党衆議院議員
DISCUSSION

原子力主力化は国益の源 エネ基で重要性の明記が不可欠
山地憲治 地球環境産業技術研究機構理事長／寺澤達也 日本エネルギー経済研究所理事長
竹内純子 国際環境経済研究所理事・主席研究員／重竹尚基 GX推進機構専務理事

FOCUS NEWS HEADLINE
KK再稼働へ原子力閣僚会議 花角知事の慎重姿勢は変わらず
再処理工場「27回目」の竣工延期 耐震設計見直しで認可なるか
需要伸長で電力融通実施 供給力潤沢な関西で何が
エネ価格支援で予備費１兆円 総額11兆円の効果に疑問も
経産省は２.36兆円を計上 25年度も巨額続出のGX予算
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バイオ燃料を営業列車に搭載 鉄道業界が脱炭素で本命探し／供出義務化巡り波紋 調整力の市場調達に疑問符
HPと燃焼技術がコラボ 競合メーカーの連携加速／26年度にETS本格稼働 制度の論点整理に着手
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「再エネに偏り過ぎている現行エネルギー基本計画は早急かつ抜本的に見直す。
また核融合発電の早期実施を進め、将来的にエネルギー輸出国への転換に挑戦していく」
小林鷹之（前経済安全保障相） 自民総裁選候補者の共同会見で（9月13日）
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